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　市議会だよりは２月、５月、８月、11月
の第２土曜日（定例会号）、
１月１日（新年号）に発行
します。
　次回の市川市議会は5月
に臨時会が開かれる予定
です（定例会の開会予定
日は８面に掲載）。

２月定例会号

● 議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています ●

◆
施　

政　

方　

針
（
要
旨
）
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２月定例会

当
初
予
算
案
な
ど
を
可
決

　

市
議
会
は
、
平
成
27
年
２
月
定
例
会
を
２
月

17
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
月
定
例
会
で
は
、
初
日
に
大
久
保
博
市
長

が
施
政
方
針
演
説
を
、
次
い
で
田
中
庸
惠
教
育

長
が
教
育
行
政
運
営
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
長
が
提
出
し
た
平
成
27
年
度
当
初

予
算
案
を
含
む
市
長
提
出
議
案
等
を
全
て
一
括

議
題
と
し
、
こ
れ
に
施
政
方
針
、
教
育
行
政
運

営
方
針
を
含
め
て
、
各
会
派
が
代
表
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
は
、
市
川
市
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
案
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
安
定
的
な
事
業
継
続
に
対
す
る
支
援
を
求

め
る
意
見
書
案
等
の
発
議
12
件
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
17
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案

の
44
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
・
同
意
し
、

諮
問
４
件
を
異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。
ま

た
、
議
員
提
出
の
条
例
案
１
件
及
び
意
見
書
案

な
ど
６
件
を
可
決
、
６
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
報
告
１
件

を
承
認
し
た
他
、
３
件
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

（
代
表
質
問
は
２
～
５
面
、一
般
質
問
は
６
～

７
面
、
審
議
結
果
一
覧
は
８
面
に
掲
載
）。

身近にある美しい景観（市川市動植物園の新緑）

　

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代

と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
に
は
、
自
主
性
を
持
っ
て
市
政
運
営
に

当
た
る
必
要
が
あ
る
。
市
川
ら
し
さ
を
維
持
し
つ
つ
、
絶
え
ず
新
し
い
発
想
で
施
策
に
取

り
組
み
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
と
と
も
に
、
多
く
の
人
々
が
住
ん
で
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
と
感
じ
る
質
の
高
い
ま
ち
を
築
い
て
い
く
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
本
位
の
行
政
を
信
条
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
市
政
運
営
の
基
本
方
針
）

　

本
市
の
人
口
は
市
街
地
再
開
発
の
完
成
等
で
47
万
３
千
人
ま
で
回
復
し
た
が
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
る
人
口
構
成
の
変
化
に
対
す
る
備

え
は
急
務
で
あ
る
。
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
進
め
る
に
は
、
財
政
基

盤
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
財
政
健
全
化
策
を
引
き
続
き
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
は
「
美
し
い
景
観
づ
く
り
」「
福
祉
の
充
実
と
生
活
の
安
定
」
に
取
り
組

み
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
他
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
「
行
財
政
改
革
に

よ
る
安
定
経
営
」
を
図
り
、
引
き
続
き
強
固
な
財
政
基
盤
を
築
い
て
い
く
。

　

（
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て―

重
要
な
施
策
）


安
心
な
ま
ち
づ
く
り　

都
市
基
盤
の
整
備
、
防
災
対
策
、
福
祉
、
健
康
づ
く
り
、
教

　

育
、
子
育
て
等
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
都
市
の
低
炭
素
化
促
進
な
ど


快
適
な
ま
ち
づ
く
り　

美
し
い
景
観
づ
く
り
、
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
充
実
、
市
民
に
や
さ
し
い
市
役
所
、
新
庁
舎
の
整
備
な
ど


活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り　

未
利
用
地
の
有
効
活
用
、
文
化
施
設
の
整
備
、
市
民
活

動
の
支
援
、
女
性
の
起
業
支
援
、
地
域
経
済
の
振
興
な
ど

◆
教
育
行
政
運
営
方
針
（
要
旨
）

　

平
成
26
年
度
は
教
育
委
員
会
制
度
の
抜
本
的
改
革
が
行
わ
れ
た
。
教
育
委
員
会
は
、
改

革
の
趣
旨
に
沿
い
、
総
合
教
育
会
議
で
の
協
議
・
調
整
を
通
じ
、
市
長
と
教
育
政
策
の
方

向
性
を
共
有
し
て
教
育
行
政
の
運
営
に
努
め
る
。
教
育
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
対
し
、
企

画
立
案
機
能
を
強
化
し
、
積
極
的
な
姿
勢
で
教
育
の
振
興
に
取
り
組
み
、
確
か
な
成
果
を

挙
げ
て
い
く
。

　

（
教
育
行
政
運
営
の
基
本
方
針
）


変
化
の
激
し
い
社
会
に
対
応
で
き
る
「
生
き
る
力
」
の
育
成


地
域
社
会
の
中
で
様
々
な
担
い
手
が
連
携
・
協
力
し
て
行
う
「
家
庭
・
学
校
・
地
域
・

行
政
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も
の
学
び
の
支
援
」


「
知
識
基
盤
社
会
」
の
時
代
を
見
据
え
た
「
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
」

　

（「
人
を
つ
な
ぐ 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

市
川
の
教
育
」
の
実
現
に
向
け
て―

重
要
な
施
策
）


子
ど
も
の
姿　

「
校
内
塾
・
ま
な
び
く
ら
ぶ
」
の
充
実
、
道
徳
教
育
の
推
進
、
学
校

図
書
館
の
機
能
向
上
、
ヘ
ル
シ
ー
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
の
継
続
な
ど


家
庭
・
学
校
・
地
域
の
姿　

家
庭
教
育
学
級
、
塩
浜
小
・
中
学
校
の
小
中
一
貫
教
育

　

「
塩
浜
学
園
」
開
校
、
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど


市
川
の
教
育
の
姿　

特
別
支
援
教
育
体
制
の
整
備
、
不
登
校
・
い
じ
め
問
題
へ
の
対

応
、
第
四
次
市
川
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
基
づ
く
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
な
ど

◆
当　

初　

予　

算

　

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
対
前
年
度
比
２
・
２
％
増
の
１
３
４
０
億
円
、
特
別
会
計

は
、
６
会
計
を
合
わ
せ
て
９
５
８
億
１
０
０
０
万
円
で
同
８
・
６
％
の
増
、
公
営
企
業
会

計
の
病
院
事
業
は
18
億
９
０
０
０
万
円
で
同
５
・
７
％
の
減
で
、総
額
で
は
２
３
１
７
億
円
、

同
４
・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市川市議会委員会条例
の一部改正案を可決

　市議会は、環境清掃部を環境部と

清掃部に分ける等の市川市行政組織

条例の一部改正、及び教育委員会制

度改革に関する法改正に伴い教育委

員会の代表者が教育長となったこと

を受け、市川市議会委員会条例の一

部改正案を発議し、多数をもってこ

れを可決しました。


